
回数 会場

3

大
研
修
室

4

大
研
修
室

6

中
研
修
室

7

大
研
修
室

8

中
研
修
室

会　場 　① eラーニング；職場等　　②講義 ；新潟県看護研修センター　　 ③ 施設実習；訪問看護ステーション・地域包括支援センター

令和5年度　新潟県受託事業「訪問看護従事者研修会（新任者編）」 全日程　プログラム

目　的 　社会的要請と在宅療養におけるニーズに対応する訪問看護を推進するために、必要な技術を修得し、  質の高い看護が実践できる

日　程   ① eラーニング；約35時間　　②講義；計8日間（40時間）　　③ 施設実習；2日間　　　　①②③全てを受講する

第1章　訪問看護概論
第2章　在宅ケアシステム論
第3章　リスクマネジメント論

第４章　訪問看護対象論
第5章　訪問看護展開論
第6章　訪問看護技術論

・講義の項目に合わせて自己学習する
・確認テスト終了後に修了証書が発行される

②　講義

費　用 　①eラーニング；会員・非会員14,300円　　②講義 ；資料代　会員8,800円・非会員17,600円

募　集 　30名

①　eラーニング

期間 形態 履修科目 備考

6/3～11/24 eラーニング

開 催 日
開催時間
時間数

13:15～
15:45

2.5時間

講 義 名
目標

学習内容
所　　属
講 師 名

〇地域包括ケアシステムを理解する
〇地域における訪問看護の役割を理解する
・地域包括ケアシステムの定義、構造、機能、動向
・地域包括ケアシステムにおける訪問看護の役割　等

新潟県福祉保健部高齢福祉保健課
　在宅福祉班

　　　　　　須田　真奈

訪問看護概論

〇訪問看護制度の基本を理解する
〇地域における訪問看護の役割を理解する
・保健医療福祉に係る社会的背景と訪問看護のニーズ
・訪問看護の役割、機能、特性、諸制度　等

センター病院訪問看護ステーション
　訪問看護認定看護師

　　　　　　古川　総一郎

2
7/1
（土）

9：45～
12:15

2.5時間 中
研
修
室

在宅ケア
システム

新潟県介護支援専門員協会
　会長

　　　　　　佐々木　勝則

13:15～
15：45

2.5時間

〇入退院支援の仕組みを理解する
〇医療機関との連携における訪問看護の役割を理解する
・入退院支援の機能、プロセス、看護師の役割
・医療機関と訪問看護ステーションの連携　等

独立行政法人国立病院機構
　西新潟中央病院　入退院支援室
看護師
　　　　　　　伊部　まりこ

〇在宅ケアマネジメントの基本を理解する
〇多職種連携における訪問看護の役割を理解する
・ケアマネジメントの定義、目的　・介護保険制度の基本
・介護支援専門員の役割　・多職種連携　等

1
6/3
（土）

中
研
修
室

7/22（土）

9：45～
15：45

5時間

訪問看護過程
訪問看護記録

〇訪問看護過程の基本を理解する
〇訪問看護の記録について理解する
・訪問看護過程　・訪問看護の実際
・訪問看護の記録の基本と実際　等

たちかわ訪問看護ステーション
　管理者
　訪問看護認定看護師

　　　　　　布川　元子

5
8/26
（土）

9：45～
12:15

2.5時間 大
研
修
室

在宅での
リハビリテーション

8/5
（土）

9：45～
15：45

5時間

フィジカル
アセスメント

〇フィジカルアセスメントの基本を理解する
〇在宅療養者の健康状態をアセスメントできる技術を修得する
・フィジカルイグザミネーションの基本
・呼吸、循環、神経系、消化のフィジカルアセスメントの基本　等

新潟青陵大学大学院看護学研究科
　教授

　　　　　　佐々木　祐子

新潟県立加茂病院
リハビリテーション科　技師長

　　　　　　　瀬崎学13:15～
15：45

2.5時間

肺理学療法

〇肺理学療法の基本を理解する
〇呼吸管理を必要とする在宅療養者の安楽な呼吸援助の技術を修得
する
・呼吸のフィジカルアセスメント　・肺理学療法の基本
・在宅における呼吸ケアの実際　等

10/13
（金）

9：45～
15：45

5時間 家族関係論

家族看護Ⅰ・Ⅱ

〇訪問看護の対象となる療養者と家族の特性を理解する
〇家族支援方法を修得する
・家族関係論の基本
・家族療法の意義、技法
・家族支援のあり方の検討　等

国立病院機構新潟病院臨床研究部
　臨床心理・遺伝カウンセリング研究室
室長
認定遺伝カウンセラー・臨床心理士

　　　　　　後藤　清恵

11/25
（土）

9：45～
15：45

5時間

成果報告会

〇集合研修、eラーニング、施設実習で学びを統合し、
　訪問看護の役割、魅力を語ることができる
・学びの振り返り
・訪問看護師としての今後の課題と行動計画

〇リハビリテーションの基本を理解する
〇リハビリテーションを必要とする在宅療養者への援助技術を修得す
る
・在宅におけるリハビリテーションの基本と特性
・関節の動かし方　・適切な介助方法　等

8月～11/24
・自施設以外の訪問看護ステーション  １日
･地域包括支援センター                 　１日

〇訪問看護の実際を知る
〇地域における連携の実際を知る
・見学実習

・実習は協力の了解を頂いた施設で行う
・施設、日程については協会が調整する

9：45～
12:15

2.5時間

地域包括
ケアシステム

〇地域包括医療構想を理解する
〇地域における訪問看護の役割を理解する
・地域医療構想の概念　　　・新潟県地域医療構想
・地域医療構想において訪問看護に求められる役割　等

新潟県福祉保健部地域医療政策課
　地域医療整備室

　　　　　　川崎　雄太

たちかわ訪問看護ステーション
管理者　　訪問看護認定看護師

　　　　　　　布川　元子

③　施設実習

期間 場所・日程 目標　学習内容 備考

10/14
（土）

9：45～
15：45

5時間


